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人
格
形
成
に
影
響

を
受
け
た
人
物
は

数
多
い
る
が
、
そ

の
中
で
も
40
数
年

前
に
出
会
い
、
今

も
影
響
を
受
け
続

け
て
い
る
人
が
い

る
。
ド
イ
ツ
の
児
童
文
学
作
家

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
の
著
作

「
モ
モ
」
の
登
場
人
物
「
ベ
ッ

ポ
じ
い
さ
ん
」
だ
▼
道
路
清
掃

を
生
業
と
す
る
ベ
ッ
ポ
じ
い
さ

ん
が
、
主
人
公
モ
モ
に
こ
ん
な

内
容
の
語
り
か
け
を
す
る
場
面

が
あ
る
。「
と
て
も
長
い
道
路

を
受
け
持
っ
た
時
に
、
先
を
見

て
せ
か
せ
か
と
動
い
て
も
、
残

り
の
道
路
は
減
っ
て
い
な
い
。

一
度
に
全
部
の
こ
と
を
考
え

ず
、
た
だ
次
の
こ
と
だ
け
を
考

え
て
い
る
と
楽
し
く
な
っ
て
、

い
つ
の
間
に
か
全
部
終
わ
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
大
事
」。
彼
の

こ
の
言
葉
が
事
あ
る
ご
と
に
思

い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
▼
元
来

飽
き
っ
ぽ
い
性
格
の
自
分
が
、

仕
事
や
趣
味
で
粘
り
強
く
取
り

組
み
続
け
て
こ
れ
た
の
は
、
彼

の
こ
の
言
葉
と
の
出
会
い
の
お

か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。
さ

あ
、
今
日
も
目
の
前
の
一
つ
ひ

と
つ
に
集
中
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
片
付
け
て
い
こ
う
。

19日　戦争をさせない1000人委員会19日行動
（JR 尼崎）

22日　ひょうご分権・自治フォーラム
（ひょうご共済）

28日　平和の火リレー出発式（県庁前）
28日～ 29日　県本部現業評議会総会・各部会集会

（いこいの村はりま）

当面の日程

　

前
回
は
労
働
時
間
、
時
間
外

労
働
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た

が
、
労
働
時
間
を
考
え
る
う
え

で
も
う
ひ
と
つ
大
切
な
視
点

が
、
休
日
出
勤
や
有
給
休
暇
の

取
得
に
つ
い
て
で
す
。
長
時
間

労
働
が
社
会
問
題
と
な
り
、
法

的
に
規
制
が
進
む
中
で
、
時
間

外
労
働
を
縮
減
し
て
い
く
取
り

組
み
と
と
も
に
、
休
日
や
有
給

休
暇
に
さ
ら
に
意
識
的
に
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

週
２
日
の
休
日
で
し
っ
か
り

と
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
、
そ
し
て
年
間
20
日
の
有

給
休
暇
を
有
効
利
用
し
な
が

ら
、
私
生
活
や
地
域
活
動
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い

仕
事（
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
）

に
直
結
し
ま
す
。
ま
さ
に
「
自

分
良
し
」「
役
所
良
し
」「
市
民

良
し
」
の
「
三
方
良
し
」
で
す
。

仕
事
を
休
む
こ
と
に
対
す
る
意

識
を
変
え
て
い
く
こ
と
、
そ
し

て
休
み
や
す
い
職
場
環
境
の
た

め
の
人
員
配
置
を
求
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
休
日
・
有
給
休
暇
が

法
的
に
は
ど
の
よ
う
な
規
定
か

確
認
し
て
お
き
ま
す
。

　

一
般
的
に
公
務
職
場
で
は
、

休
日
は
土
日
の
週
休
２
日
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
労
基

法
で
は
、
法
定
休
日
と
し
て
１

週
間
に
１
日
（
も
し
く
は
４
週

４
日
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
す
。

　

ま
た
、
有
給
休
暇
に
つ
い
て

も
、
正
規
職
員
は
、
採
用
１
年

目
か
ら
年
間
20
日
が
付
与
さ
れ

ま
す
が
、
労
基
法
で
は
、
採
用

か
ら
６
ヶ
月
間
継
続
勤
務
し
て

シリーズ「一歩前へ」●③ 

『休暇をとってリフレッシュ！』
誰のための休み？あなたです！

これ以上は無理！

大  植　賢（豊岡市職労）

全
労
働
日
の
８
割
出
勤
す
れ
ば

10
日
が
付
与
さ
れ
る
（
６
年
半

勤
め
て
20
日
付
与
）
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
会
計
年

度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
国
の

非
常
勤
職
員
に
準
じ
て
労
基
法

の
最
低
基
準
と
な
っ
て
い
る
自

治
体
が
多
く
あ
り
、
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
夏
季
休
暇
の
付
与

日
数
や
取
得
促
進
、
休
日
出
勤

の
振
替
や
代
替
休
暇
に
つ
い
て

も
、
多
く
の
自
治
体
で
課
題
が

残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

山
下
忠
之
県
本
部
委
員
長
は

「
人
事
院
勧
告
に
向
け
た
取
り

組
み
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

課
題
、
更
に
単
組
の
組
織
強
化

拡
大
の
方
針
を
提
起
す
る
。
各

単
組
の
職
場
実
態
も
含
め
、
発

言
を
行
い
議
論
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

質
疑
で
は
加
西
市
職
の
神
戸

中
央
委
員
が
加
西
市
長
選
挙
、

明
石
市
職
労
の
小
西
中
央
委
員

が
明
石
市
議
選
に
つ
い
て
「
推

薦
候
補
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
総
括
会
議
で

の
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
に
活

か
し
て
い
き
た
い
」
と
報
告
。

　

丹
波
臨
職
労
の
田
村
中
央
委

員
は
「
会
計
年
度
で
勤
続
20
年

以
上
の
組
合
員
に
内
定
が
出
な

か
っ
た
。
結
果
と
し
て
再
任
用

と
な
っ
た
も
の
の
大
き
な
雇
用

不
安
を
持
っ
た
。
積
み
残
し
課

題
も
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
お
り
、

身
勝
手
な
解
釈
を
す
る
当
局
に

粘
り
強
く
訴
え
続
け
て
い
く
」

と
報
告
し
た
。

　

伊
丹
指
労
の
川
口
中
央
委
員

は
「
年
度
末
の
雇
い
止
め
で
は

多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
ご
支
援

に
よ
り
、
撤
回
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
は
人
事
評
価
の

ル
ー
ル
作
り
を
協
議
す
る
こ
と

と
な
っ
た
」
と
発
言
。
尼
崎

社
協
労
組
の
青
野
中
央
委
員

は
「
社
協
で
は
定
年
延
長
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ピ
ー
ク
時
特
例
が
な
い
。
定
年

延
長
の
方
針
強
化
を
要
請
す

る
」
と
発
言
。
猪
名
川
町
職
の

石
田
中
央
委
員
は
「
９
月
の
町

議
選
で
の
井
戸
真
樹
さ
ん
の
再

選
」
へ
の
協
力
要
請
。
加
西
ク

ロ
ー
バ
ー
労
組
の
高
見
中
央
委

員
か
ら
は
「
賃
金
制
度
に
関
す

る
課
題
克
服
に
向
け
、
将
来
的

な
展
望
が
見
え
る
よ
う
に
交
渉

し
て
い
き
た
い
」
と
し
、ま
た
、

佐
用
ひ
ま
わ
り
労
組
の
木
南
中

央
委
員
か
ら
は
「
会
計
年
度
へ

も
人
勧
引
き
上
げ
分
が
遡
及
反

映
さ
れ
る
よ
う
、
正
規
と
と
も

に
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
発
言
し
、
議
案
は
全
て
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。

　

県
本
部
労
働
安
全
衛
生
委
員

会
は
、
６
月
23
日
に
神
戸
市
内

で
「
長
時
間
労
働
」
を
テ
ー
マ

に
、
２
０
２
３
労
働
安
全
衛
生

集
会
を
開
催
し
た
。

　

集
会
冒
頭
、
県
本
部
を
代
表

し
て
山
下
忠
之
委
員
長
は
「
長

時
間
労
働
は
、
心
身
不
調
の
影

響
が
大
き
く
懸
念
さ
れ
る
。
こ

の
解
消
は
避
け
て
通
れ
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

次
に
山
中
一
慶
事
務
局
次
長

が
集
会
基
調
と
課
題
に
つ
い
て

提
起
を
行
い
、
戎
剛
県
本
部
副

委
員
長
か
ら
「
長
時
間
労
働
の

影
響
と
そ
の
是
正
に
向
け
て
」

の
講
演
を
行
っ
た
。
長
時
間
労

働
に
対
す
る
労
働
組
合
の
役
割

と
し
て
「
安
全
衛
生
委
員
会
の

活
用
」「
組
合
員
の
意
識
改
革
」

な
ど
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

講
演
後
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
長
時
間
労
働
の
現
状
や
労

安
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

最
後
に
尾
西
亮
太
郎
労
安
推

進
副
委
員
長
は
「
労
働
安
全
衛

生
委
員
会
で
課
題
解
決
を
追
求

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
集
会
の

ま
と
め
を
行
っ
た
。

講演を行う戎副委員長

　

県
本
部
中
央
委
員
会
を
６
月
29
日
に
神
戸
市
内
で
開
催
し
、

当
面
す
る
た
た
か
い
な
ど
７
つ
の
議
案
を
審
議
し
、
８
人
の
中

央
委
員
が
政
治
闘
争
や
会
計
年
度
任
用
職
員
な
ど
発
言
し
た
。

是
正
す
べ
き
長
時
間
労
働

労
安
委
員
会
活
用
と
意
識
改
革
が
必
要

県本部中央委員会

人
勧・
会
計
年
度
の
取
り
組
み
強
化

雇
い
止
め
阻
止
な
ど
、た
た
か
い
を
共
有

青野中央委員 神戸中央委員

石田中央委員 田村中央委員

高見中央委員 小西中央委員

木南中央委員 川口中央委員
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県
本
部
第
43
回
野
球
大
会
１

日
目
が
６
月
17
日
に
県
職
労
西

播
支
部
・
神
戸
交
通
労
組
・
三
田

市
職
労
・
姫
路
市
職
・
神
河
町

職
・
新
温
泉
町
職
労
・
丹
波
市
職

労
・
西
宮
水
労
の
８
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
西
宮
市
内
で
１
回
戦

と
準
決
勝
を
開
催
し
た
。
１
日

目
の
対
戦
の
結
果
、
神
戸
交
通

労
組
と
丹
波
市
職
労
が
決
勝
へ

駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
戦
は
６
月
27
日
に
鳴
尾

浜
臨
海
野
球
場
で
対
戦
が
行
わ

れ
、
お
互
い
に
点
を
取
り
合
う

好
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。
序
盤
は

お
互
い
２
点
を
取
り
合
い
、
５

回
表
に
神
戸
交
通
労
組
が
１
点

を
追
加
し
リ
ー
ド
し
た
が
、
そ

の
裏
に
丹
波
市
職
労
が
打
線
を

つ
な
ぎ
逆
転
に
成
功
。
こ
の
ま

ま
丹
波
市
職
労
が
逃
げ
切
る
か

と
思
わ
れ
た
が
、
最
終
回
の
６

回
表
に
今
度
は
神
戸
交
通
労
組

が
２
点
を
も
ぎ
取
り
、
５
対
4

で
神
戸
交
通
労
組
が
、
前
年
度

優
勝
の
丹
波
市
職
労
に
競
り

勝
っ
た
。

　

優
勝
し
た
神
戸
交
通
労
組
の

安
倍
雄
馬
捕
手
は
「
優
勝
で
き

た
の
は
強
い
団
結
力
の
お
か
げ

で
す
。
近
畿
地
連
大
会
で
も

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
挑
ん
で

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
た
。
近
畿
地
連
大
会
は
８

月
に
尼
崎
市
内
で
開
催
さ
れ
、

兵
庫
か
ら
神
戸
交
通
労
組
と
丹

波
市
職
労
が
出
場
す
る
。

市町振興課から回答を引き出す交渉団
　

６
月
26
日
に
兵
庫
県
庁
に
お

い
て
、
県
本
部
臨
時
非
常
勤
等

職
員
評
議
会
の
13
人
が
、
市
町

振
興
課
及
び
教
育
委
員
会
と
①

任
用
更
新
の
一
方
的
な
打
ち
切

り
に
よ
る
雇
止
め
②
60
歳
以
上

の
月
例
給
や
一
時
金
の
引
き
下

げ
③
人
事
院
勧
告
に
よ
る
月
例

給
の
引
き
上
げ
に
伴
う
４
月
遡

及
の
３
点
の
重
要
項
目
に
つ
い

て
、
回
答
を
求
め
交
渉
を
進
め

た
。

　

市
町
振
興
課
か
ら
は
、「
す

べ
て
の
市
町
に
調
査
を
か
け
、

該
当
す
る
市
町
へ
引
き
続
き
総

務
省
通
知
な
ど
を
根
拠
に
、
適

切
に
粘
り
強
く
助
言
す
る
」
と

の
回
答
を
得
た
。

　

教
育
委
員
会
と
の
交
渉
で

は
、
①
介
助
員
の
学
校
の
離
任

式
へ
の
出
席
の
取
り
扱
い
が
、

月
給
の
職
員
と
時
給
の
職
員
と

で
は
同
様
の
扱
い
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
②
各
市
町
の
図
書
館

で
働
い
て
い
る
人
の
ほ
と
ん
ど

が
非
正
規
職
員
で
あ
り
な
が

ら
、
正
規
職
員
と
同
様
に
責
任

あ
る
仕
事
を
任
さ
れ
、
人
が
採

用
さ
れ
な
い
た
め
非
常
に
忙
し

い
状
態
で
あ
る
こ
と
③
こ
ど
も

園
の
調
理
員
も
含
め
、
振
替
休

日
も
取
得
で
き
な
い
と
い
う
劣

悪
な
職
場
実
態
で
あ
る
こ
と
を

報
告
し
、
日
本
図
書
館
協
会
か

ら
の
処
遇
改
善
要
求
な
ど
を
根

拠
に
職
場
改
善
を
訴
え
た
。

　

教
育
委
員
会
か
ら
は
「
当
協

会
か
ら
申
し
入
れ
が
出
た
の
は

異
例
の
こ
と
。
処
遇
改
善
要
求

な
ど
を
突
破
口
に
、
少
し
ず
つ

改
善
を
図
れ
る
よ
う
助
言
す

る
」
と
の
回
答
が
さ
れ
た
。

　

交
渉
団
は
、『
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
』
か
ら
の
脱
却
と
し

て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
大

幅
賃
上
げ
を
実
施
し
た
神
戸
市

の
事
例
を
あ
げ
、
法
改
正
の
趣

旨
で
あ
る
処
遇
改
善
が
行
な
わ

れ
て
い
な
い
事
を
訴
え
、
今
後

も
県
当
局
と
現
場
実
態
を
共
有

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

高
校
生
平
和
大
使
を
支
援
す

る
兵
庫
県
実
行
委
員
会
は
、
６

月
25
日
、
第
４
回
総
会
及
び
第

25
代
・
第
26
代
高
校
生
平
和
大

使
・
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
報
告
会

を
の
じ
ぎ
く
会
館
で
開
催
し
、

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
第
25
代
高
校

生
平
和
大
使
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の

１
年
間
の
活
動
報
告
や
感
想
を

交
え
な
が
ら
行
わ
れ
、
第
25
代

大
使
の
長
富
日
向
さ
ん
は
「
私

が
思
う
、
平
和
な
世
界
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
活
動
を
進
め
て
き

た
」
と
述
べ
た
。

　

第
26
代
大
使
と
し
て
国
連
欧

州
本
部
に
派
遣
さ
れ
る
松
尾
美

雨
さ
ん
は
、「
核
兵
器
廃
絶
と

平
和
な
世
界
の
実
現
を
訴
え
る

仲
間
と
と
も
に
頑
張
り
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

第25代大使から報告を受ける

　

町
職
連
協
は
６
月
25
日
、
姫

路
青
山
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
で

初
め
て
の
企
画
と
な
る
ボ
ウ
リ

ン
グ
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

昨
年
９
月
の
総
会
で
、「
若

手
町
職
員
の
交
流
の
場
と
し
て
、

レ
ク
を
実
施
し
よ
う
」
と
確
認

し
た
こ
と
を
受
け
て
実
施
し
た

も
の
で
、
当
日
は
幹
事
を
含
め

９
単
組
32
人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
金
丸
武
史

議
長
は
、「
町
の
枠
を
超
え
て

交
流
を
深
め
て
欲
し
い
。
今
後

仕
事
や
組
合
で
会
っ
た
と
き
に

つ
な
が
る
場
に
な
っ
た
ら
嬉
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

参
加
者
は
単
組
バ
ラ
バ
ラ
に

４
人
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
２

ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル
点
数
で
順

位
を
競
っ
た
の
ち
、
ラ
ン
チ
交

流
会
で
順
位
を
発
表
し
、
１
～

3
位
ま
で
に
は
景
品
が
贈
ら
れ

た
。ま
た
市
川
町
は
高
級
玉
子
、

太
子
町
は
ア
ロ
マ
効
果
の
あ
る

マ
ッ
チ
な
ど
、
各
町
執
行
部
が

町
の
名
産
を
準
備
し
、
個
人
賞

と
し
て
贈
呈
し
た
。

ボウリングで交流を深める

臨職評対県交渉

法
改
正
に
沿
っ
た
処
遇
改
善
を
求
め
る

今
後
も
現
場
実
態
の
共
有
を
確
認

県本部野球大会

神戸交通労組が念願の初優勝
丹波市職労と共に地連大会へ挑む

平和な世界であって欲しい
高校生平和大使が活動報告

町職連協

32
人
が
交
流
深
め
る

初
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

優勝した神戸交通労組

準優勝の丹波市職労


